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近年とみに、歴史的建造物を様々な形で「保存」する試みが盛んとなっている。その
形式は、現状そのままの「保存」から、アッサンブラージュのような「一部保存」、
転用やリノベーション等、様々である。このような状況を、具体的事例に即しつつも
俯瞰的視点から再考するために、このシンポジウムでは、日本における「建築保存」
の特異な二形態̶̶「三菱一号館」と「原爆ドーム」̶̶に焦点を当て、分析と議論
を行う。現在の日本において「歴史的建造物の保存」が有する、政治的・社会的・文
化的な意味を浮上させることが、当シンポジウムの最終的な目的である。


